


きょうは ほいくえんに あたらしい 

ともだちが くるひ

どんなこが くるんだろう？



「わたあめー ちょこー おいでー！」

せんせいが とびらに むかって 

よびかけました。

すると そろそろと

ちいさくて まんまるなこが

へやのなかに はいってきました。

みんなは びっくり！



「わあ！ もしかして あたらしい

ともだちって ろぼっとなの？」

「ろぼっと じゃなくて らぼっとよ。」

「ちゃいろの

ようふくのこが ちょこで

しろの ようふくのこが

わたあめっていう なまえなの。

なかよくして あげてね。」



みんなが らぼっとに よびかけると

ちょこが そばに やってきました。 

りょうてを ぱたぱたさせて おねだりしているみたい。

「だっこして ほしいのかな？」

ゆきちゃんは

ちょこを だっこしました。

「わあ、あたたかい、やわらかーい！」

ちょこも みんなと おなじように 

あたたかくて やわらかい みたいです。 

ちょこと わたあめと あそぶのが

たのしくなってきました。



にたいの らぼっとと あそんでいると

きづいたことが ありました。

「ちょこと わたあめは  かおのいろも

めのいろも ちがうね。」

「せいかくも ちがうんじゃないかな？」

「そう！ ちょこは げんきいっぱい。

わたあめは おとなしいよね！」

「そういえば、ぼくたちにだって

ちがいが あるね！」

「そうだね！ みためも せいかくも

ぜんぜんちがうよね。」

らぼっとも みんなと いっしょ。

ちょこと わたあめにも ちがいが あるみたいです。

　



ちょこと わたあめと あそんでいると

にがてなことや すきなことも わかってきました。

つのを さわられると いやいやと くびを ふります。

なでられたり だっこ されるのが だいすきで

たくさん あそんであげると、

すこし

なかよくなれました。

まわりに ものが たくさんあると  

うごけなくなって しまいます。



それに それに

もっともっと なかよく なれました。

ちょこと わたあめは おしゃれも だいすきで

おきがえを してもらうと とても うれしそうでした。

ちょこが、ころんでしまったときに 

たすけてあげると･･･



ひとりでは できることが すくないし

しっぱいも たくさんするけれど

ちょこと わたあめは

みんなと なかよくできて

とっても たのしそうです。



あるひ、ゆうきくんが こまったかおを していました。

「けんかしちゃった。どうしよう。」

すると ちょこと わたあめが ちかくに きたので

ゆうきくんは、けんかのことを

ちょこと わたあめに そうだんして みました。

ちょこと わたあめは ことばは しゃべらないけどれど

ゆうきくんは きもちが すっきりして

ともだちに あやまることが できました。

     おかげで なかなおり。



みんなが いえに

かえる じかんになりました。

「わたあめー！ ちょこー！ばいばーい！

また あした あそぼうね！」

わたあめと ちょこも てを ぱたぱたして こたえます。



ともだちが かえったあと、

わたあめと ちょこは らぼっとの すで

すやすや ねます。

あしたも また、 

みんなと あそべます ように。

あしたも また、 

みんなが えがおで あります ように。


